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つつある Web を用いて行うような手段志向型の情報共有という 2 つの観点から、情報特性
や参加の仕組みを検討した。全体の構成は、以下の 8 章から構成されている。 
第 1 章 はじめに 
第 2 章 社会における地理空間情報の活用をめぐる研究動向 
第 3 章 市民参加型調査による景観の選定とその要因分析 
第 4 章 Web マップを用いた防災・安全情報の活用可能性 
第 5 章 GeoWeb による地域資料の共有化手法の検討 
第 6 章 クラウドソーシングによる地理空間情報の共有化過程 
第 7 章 地理空間情報の共有化による可能性と課題 
第 8 章 おわりに 
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第 1 章では、本研究の問題提起がなされ、研究の目的･方法が述べられている。すなわち、
本研究は、GIS や ICT の発達に伴い、急速に変化する地理空間情報の共有化に着目し、地
理空間情報の特徴や共有に対する参加の仕組みを通して共有化の諸段階を明らかにしよう
とするものである。 
第 2 章では、主に英語圏の GIS と社会をめぐる研究より、地理空間情報の共有に関する
動向を PPGIS（Public Participation GIS）から VGI（Volunteered Geographic Information）に
至る研究展開として整理し、既存の GIS 研究や地理学との関係性について論じる。その結






























































































































































以上の点を総合的に判断して、本論文は、本学学位規程第 18 条第 1項にもとづいて、「博
士（文学  立命館大学）」の学位を授与するに適当と判断する。 
